日本産のクシヒゲガガンボ族Ctenophoriniの研究は、

Takahashi, Mitsuo (1960). New species of Japanese Ctenophorini with the notes and key to the already known species (Diptera, Tipulidae). Part I. Japanese species of the genus Tanyptera. Mushi, 33(3): 9-18, Tabula 2 & 3.

Takahashi, Mitsuo (1960). New species of Japanese Ctenophorini with the notes and key to the already known species (Diptera, Tipulidae). Part II. Japanese species of Ctenophora (Phoroctenida) and Ctenophora (Ctenophora). Mushi, 33(4101-113, Tabula 17 & 18.

なお、すでに廃刊になっている雑誌Mushiは現在刊行されている「月刊むし」ではありません。

この論文に雄交尾器の図や翅の写真が出ています。この論文は３分冊で出版されたはずですから、Part IIIもあるはずですが、今手元にありません。

なお、クシヒゲガガンボの仲間は翅に斑紋がある種が多いので、翅のきれいな写真があるとかなり同定には使えると思います。また、雄交尾器も重要ですが、これらは死後硬くならないうちに重要部分が見えるようにしておくとか、硬くなったものでは腹部の先1/4位を切り離して、これを苛性カリ（KOH）または苛性ソーダ（NaOH）の１０％位の水溶液の入って試験管などに入れて、この試験管を熱湯をいれたカップヌードルの空きカップに入れて、10分ほど熱すると筋肉などが溶解して、外骨格（皮膚の部分）だけになります。これを水中でピンセットなどを用いてそっと扱って（軽く押さえるとか）、内部の筋肉などが溶けた薄茶色のアルカリ溶液を出し、そのあとで、酢酸の５％位の液（食酢でもいい）で中和、さらに水洗すれば、交尾器の細かな部分の観察ができます。観察する時にはグリセリンの５０－８０％位の液の中で行うと、乾燥しないし、また水カビも生えません（浣腸の液でもいい）。密栓できる便にそのまま保存もできます。なお、苛性カリなどは強アルカリですから、液が皮膚や目に付くと炎症を起こすし、毛織物につくと溶けて穴があくので細心の注意が必要です。
